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全学ニュース

　産学・地域協働推進機構の椎名希美
特任准教授は、沖縄で行われたスター
トアップカンファレンス「KOZAROCKS 
2024」に登壇しました。
　KOZAROCKSは令和4年にコザスタ
ートアップ商店街のオープンと同時に
始まった都市型スタートアップカンファ
レンスです。かつて米軍基地の門前町
として栄え、今も国を超えた独自の文
化が息づくコザを舞台に、最新のテク
ノロジー、クリエイター、エンタメ、
政治、経済、スタートアップ、スモー
ルビジネスなど、各分野の挑戦者が集
い、トークセッションやスタートアップ
ピッチ、交流パーティーなどのコンテ

ンツを通じて、新たなイノベーション
につながる出会いを提供されています。
　開催4回目となる今回は、「仕事と
子育てを両立する女性起業家の挑戦」
「KOZAROCKS（沖縄）×NoMaps
（北海道）－街フェスが拓くローカル
イノベーションの可能性」及び「オー
プンイノベーションの現在地～今、地
域企業に求められる役割」などのテー
マで、広くディスカッションが展開さ
れました。椎名特任准教授は、「アン
トレプレナーシップを育んだ“人財”
を社会はどう受け入れるか」というテ
ーマのセッションで、本学や北海道地
域で実施しているアントレプレナーシ

ップ教育プログラムの現状とその将来
展望を基軸に、今後社会に求められ活
躍する人財を育成し、企業や社会が彼
らを受け入れていくためにはどうすべ
きか、などについて議論を行いまし
た。「KOZAROCKS 2024」には、北
海道のスタートアップ企業や支援人材
が多く参加し、大学間の連携や人材交
流の場としても有効に機能しました。
　今後も、アントレプレナーシップの
涵養や北海道でのスタートアップエコ
システムの形成に向けて、様々な機会
に挑戦してまいります。

（産学・地域協働推進機構）

産学・地域協働推進機構の椎名希美特任准教授が沖縄での
スタートアップカンファレンス「KOZAROCKS 2024」に登壇

カンファレンスの様子 椎名特任准教授の登壇時の様子（右から2人目）

会場（商店街） 会場（パルミラ夜市）

日時：7月6日（土）13：00～21：00
場所：コザスタートアップ商店街（沖縄県）
主催：KOZAROCKS 2024実行委員会
公式サイト：https://koza.rocks/kozarocks2024

実施内容

　7月22日（月）から31日（水）の間、
本学の戦略的国際パートナー校であ
る豪州メルボルン大学の先住民担当
Deputy Vice-Chancellor（理事相当）
一行が本学を再訪しました。
　バリー・ジャッド理事、アーロン・
コーン先住民知識研究所長、マーゴ・
イーデン先住民戦略部長、カースティ
ン・クラーク副部長、リチャード・
チェンホール医学・歯学・保健科学研
究院教授／ヘルスエクイティセンター
長、クリステン・スミス同研究院准教
授は、一行としては昨年6月に続く2度
目の来札となり、また、同大学先住民
知識研究所の職員であるタルニーン・
カローペ、キルヤニ・カローペ両氏、
同大学教養学院博士課程学生のルビ
ー・バナティン氏が帯同しました。な
お、ジャッド理事、コーン所長、チェ
ンホール教授は、本学国際連携研究教
育局（GI-CoRE）先住民・文化的多様
性研究グローバルステーション（GSI）
の招へい教員になっています。
　一行はGSIの長であるアイヌ・先住民
研究センターの加藤博文教授が開催す
る北海道サマーインスティテュートの
「アイヌ・先住民研究入門Ⅱ：アイヌ文
化遺産と文化的景観」の見学を行い、
札幌市アイヌ文化交流センターを訪
問、ハイブリッド開催したパネルディ
スカッションを通し、参加学生たちに
メルボルン大学の先住民コミュニティ
連携活動の紹介を行いました。
　寳金清博総長、山口淳二理事・副学
長（ダイバーシティ・インクルージョ
ン担当）、瀬戸口剛理事・副学長（研究
担当）、山本文彦理事・副学長（アイヌ
共生推進本部担当）、加藤教授、山内
太郎環境健康科学研究教育センター長
との会談は、両校のこの3年間の連携
を振り返る機会となり、ジャッド理事

から「これまで、豪州にとっての先住
民研究の国際連携といえばカナダやハ
ワイだったが、北海道や台湾との連携
を通し、環太平洋で先住民コミュニ
ティ、研究者ネットワークを繋ぐこと
ができる。北大との連携はメルボルン
大学にとって得難いものであり、アイ
ヌとアボリジニの若い世代と社会を繋
ぐ両校の役目は大きい」との話があり
ました。メルボルン大学の先住民出身
教職員・学生の数値目標に向けて、学
士課程から博士課程まで入学要件の緩
和を行っていること、出足が遅かった
ものの今や先住民担当執行部と研究所
を備え、マネジメントの点で他の豪州
の大学をリードする存在となっている
こと、大学が所有する先住民資料を集
約し先住民コミュニティがアクセスし
やすいようにする場所を開設予定であ
ること、米国ハーバード大学が奴隷史
への認識を示したことを参考に、「A 
History of Indigenous Australia and 
the University of Melbourne（先住民
のオーストラリアとメルボルン大学の
歴史）」という自省本の発行に至った
こと等、先住民案件への同学のコミッ
トメントが共有されました。
　両大学の先住民研究者たちは、2024
年10月にメルボルン大学で開催される
グローバルヘルスに係るワークショッ
プで再会するほか、2025年に北海道で
開催される国際先住民フォーラムに際
し、北海道と豪州双方の先住民コミュ
ニティとの連携を含めた、集中共同教
育プログラムを計画しています。先住
民研究という両校の特色ある研究分野
について、官学コミュニティによる交
流の深化が期待されます。

（国際連携研究教育局、
アイヌ・先住民研究センター、国際連携推進本部）

メルボルン大学先住民担当理事一行の再訪

本学執行部と来訪者一行

左から加藤教授、瀬戸口理事・副学長、
寳金総長、山口理事・副学長

左からジャッド理事、イーデン部長、コーン所長

会談の様子




